
事故惹起運転者に対する指導 

                指導内容 6項目 
 

 

 

⑥安全運転の実技 

                                        

① から⑤について合計 6時間以上実施すること 
⑥については、可能な限り実施することが望ましい。 
 

合計 6時間以上実施 
指導の実施時期 
当該事故を引き起こした後再度トラックに乗務する前に実施する。ただし、

やむを得ない事情がある場合には、再度乗務を開始した後一ヶ月以内に実施す
る。 
 
適正診断 
再乗務する前、または再度乗務後 1ヶ月以内 

 

           

①トラックの運行の
安全の確保に関する

法令等 

②交通事故の実例の 

分析に基づく 

再発防止策 

③交通事故に関わる
運転者の生理的及び
心理的要因及びこれ

らへの対処法 

④交通事故を防止す
るために留意すべき

事項 

⑤危険の予測 

及び回避 


